
企業版ふるさと納税

熊本県 美⾥町
MISATO TOWN
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熊本県のほぼ中央に位置。
⾯積は１４４ｋ㎡、４分の３を森林が占める中⼭間地域。
⼈⼝は9,537⼈（令和3年6⽉末時点）

アクセス
九州⾃動⾞道 松橋IC から ⾞で 約20分

御船IC から ⾞で 約20分
九州中央⾃動⾞道 ⼩池⾼⼭IC から ⾞で 約20分

⼭都中島⻄IC から ⾞で 約30分

中枢都市である熊本市までは、約３０ｋｍ、⾞で約４０
分程度の距離であり、町外への通勤者も多い。

阿蘇くまもと空港まで、約３０ｋｍ、⾞で約４０分程度
の距離
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美⾥町の地域資源



町内には35基の⽯橋が点在

4



5

イベント・体験型観光



 ⼈⼝増減率の⽐較
2015年→2020年

【出典】 総務省「国勢調査」、国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所「⽇本の地域別将来推計⼈⼝」
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 ⼈⼝推移
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総⼈⼝ 年少⼈⼝ ⽣産年齢⼈⼝ ⽼年⼈⼝

推計値実績値

【出典】 総務省「国勢調査」、国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所「⽇本の地域別将来推計⼈⼝」
【注記】 2020年以降は「国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所」のデータ（平成30年3⽉公表）に基
づく推計値。
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 ⾼齢化率の⽐較 2020年

【出典】 総務省「国勢調査」、国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所「⽇本の地域別将来推計⼈⼝」
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美⾥町の課題

少⼦⾼齢化
美⾥町の⾼齢化率 46%

介護予防費用額の増大
県内1位 全国でも上位

若者世代の流出
⼦育て世代の転出

独居老人の増加
認知症⾼齢者数の増加

地域コミュニティーの希薄化

9

県内3番⽬の⾼齢化率



１ 年をとっても「健康」で 「生きがい」のある暮らし

２ 若年層に対する特色ある教育の取組

３ 世代間交流による支えあいの地域づくり

⽬標と対策

１ ⾼齢者の交流機会の創出
（介護・認知症予防）に関する取組み

２ ⼦どものプログラミング・ＩＣＴ教育の充実に関する取組み

３ ⾼齢者・若年層の世代間交流の促進に関する取組み
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⼿段

eスポーツでいい⾥づくり事業
※ eスポーツとは・・

エレクトロニック・スポーツの略で主に、コンピューターゲーム、テレビゲームを使った対戦型のゲームのこと
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１ 高齢者の交流機会の創出（介護・認知症予防）に関する取組み
２ 子どものプログラミング教育の充実に関する取組み
３ 薄れつつある高齢者・若年層の世代間交流の促進に関する取組み

eスポーツでいい里づくり事業

世代間交流

介護・認知症予防 プログラミング教育

eスポーツで結ぶ

・スマホやタブレットが活用できるようになり、生活が
より豊かに！

・楽しく認知、運動機能面の維持向上を図る
・オンラインでつながることのできる地域コミュニティ

を構築、孤立化の防止や、見守り体制の確立

・プログラミング教育により、自分で考える、正しく伝え
る力の育成

・IT人材の育成により、society5.0対応
・eスポーツで学ぶことにより、動きを見ながら楽しく理解
・特色ある取り組みにより、若年層の流出防止に

福祉課
eスポーツ

協会
教育委員会励徳小学校委託事業者企画情報課三本松集落 水上・迫集落

熊本eスポーツ協会から講師を招請し、
eスポーツを用いたプログラミング授
業を実施。

教材は、学校等での利用を前提
に開発された製品を使用

理学療法士と作業療法士の指導に基づき
①健康体操②認知機能等検査③ｅスポーツ
を実施

高齢者チームと、小学生チームの対抗戦

子どもが高齢者の
ｅスポーツをサポート

受動的にＩＴ技術に触れた高齢者が、能動的にＩＴ技術を活用
する子どもたちのサポートを受けながら、ともにＩＴ技術を
楽しみ、利用し、自らの生活をより豊かなものとする。

高
齢
者

子
ど
も

・世代間交流を通した、支えあいの地域
づくり

・高齢者のＩＣＴ利用を地域の子どもたち
がサポート

・それぞれの課題解決に共通のツールを
活用していることが張合いにつながる 12
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各種メディア掲載実績

朝⽇新聞ＧＬＯＢＥ＋
https://globe.asahi.com/article/14344030

肥後ジャーナル
https://higojournal.com/archives/misato-esport.html

KAB熊本朝日放送「元気だけん！くまモン県プロジェクト」
https://kumamonken-project.com/archives/program/program115

⽇本経済新聞
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO6468478

0W0A001C2LX0000/

熊本⽇⽇新聞
https://kumanichi.com/articles/3397

くまもと経済
http://www.kumamoto-

keizai.co.jp/content/asp/week/week.asp?PageID=3
&Kkiji=21602&Knum=23&tpg=1

地元テレビニュース
ＮＨＫ（クマロク）、ＫＡＢ（くまパワ）、ＴＫＵ（ライブニュース）etc. 

読売新聞
令和3年4⽉25⽇掲載
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熊本県美里町
想定寄附企業
（ゲーム関連、介護関連）

サービス提供企業 地域住民

eスポーツでいい里づくり
プロジェクト

寄附
特徴
eスポーツを通じた高齢者の
認知機能の維持、向上や子ども
たちとの交流・教育への利用

・ 先進事例での町ＰＲ
・ 地域住民のＱＯＬ向上
・ SDGs事例の創出
・ 交流事業の増加

・ 先進事例での企業ＰＲ
・ 新規分野の事業展開
・ 企業ＣＳＲ活動

・ 認知症予防
・ 地域住民のＱＯＬ向上
・ SDGs事例の創出
・ 交流事業の増加

１ 高齢者に対する介護予防事業
２ 若年層に対するプログラミング事業
３ 世代・地域間交流による地域振興事業

eスポーツでいい里づくりプロジェクト
スキーム図

・ 新たなサービスの研究
・ 先進事例での企業ＰＲ
・ 企業ＣＳＲ活動
・ SDGs事例の創出



美里町には、全国の農山村が抱える課題が凝縮されてます！

共に課題を克服するパートナーになってください。
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ご清聴ありがとうございました

熊本県美⾥町 企画情報課政策企画係 担当︓⽯原 恵

ＴＥＬ︓0964－47－1111 ＦＡＸ︓0964－47－0110 MAIL:ishihara-megumi@misasto.kumamoto.jp
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